
Title 娯楽小説の構築、ハードボイルドの倫理

Author(s) 高見, 広春

Citation 文芸学研究. 2003, 7, p. 104-120

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/50855

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



高見広春氏講演会
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2002年 6月 22日、大阪大学基礎工学部国際棟 (シグマホール)にて、文

芸学研究会主催の講演会が開催され、ベストセラー小説『バ トル・ロワ

イアル』の作者として知られる高見広春氏のご講演を賜りました。実作

者の側からの文学観・制作観に接するという意味では、主に研究者の側

から文学に向き合うことの多いわれわれ文芸学研究会の会員にとって、

貴重な機会であつたといえるてしよう。その講演記録を掲載するととも

に、その講演会に出席した会員の報告 (二篇)を添えて、講演会の内容

報告とさせていただきます。なお今回、講演者の高見氏には、講演記録

の掲載を快諾して頂けただけではなく、テープ起こしした原稿に丁寧な

注釈まで付けて下さいました。あらためて厚く御礼申しあげます。
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講演記録

娯楽小説の構築、ハードボイル ドの倫理

高見広春

今日は、このタイトル通り、二つのことを話そうと思つています。「娯楽小

説の構築」について、つま,り 小説を書くという技術的なことについてはあとで

話すことにし、先に「ハードポイルドの倫理Jについて話すことにします。

「ハードポイルドの倫理」というのは、プロツトを扱う「娯楽小説の構築」に

対して、自分が小説を書くときの「よつて立つもの」に相当するものです。

ここで一般的な小説について話すつもりはありません。形式的には、セリフ

と行動の描写を並べれば、それだけで小説として形の上では成り立ちます。起

承転結が必要なわけでもなければ、事件が必要なわけでもない。実際、日記

だって、小説に見えるかもしれませんし、実際そうした小説もあります。けれ

ども今回僕が話すのは、物語についてです (11。

小説であつても映画であってもいいのですが、物語は、プロツトとテ∵マか

ら成るという言い方がよくされています。たとえば、怪獣映画ならば、その

テーマは地球環境保護かもしれませんじ、あるいは愛情かもしれません。しか

し、僕の考えでは、物語はプロツトと思想性から成ると思います。物語である

からにはプロットは必要です。けれどそのもう一方には、テTマ というよりは

むしろ何らかの思想性 (それは、ささやかでもプリミテイヴでもいいのです

が)が必要だと考えています。つまり、書いている人間が普段何を考えている

か、この話のためというのではなくて、普段何を考えているのかということで

す。これらの二つがまずあつて、もしテーマが仮にあるとすれば、プロツトと

思想性の相互から導かれる、あるいはそれらが化合して生まれると考えてぃま

す。確信をもつて言つているというほどのものではなく、僕の保説のようなも

のなんですが。そこでまず、「ハー ドポイル ドの倫理」と題してその「思想性」

について、僕の考えているところを話し、そのあとで「娯楽小説の構築」とし

てプロットに関する話をしたいと思います。



1.「ハー ドボィル ドの倫理」

ハードボイル ドと言うとき、ヘミングウェイなどを思い浮かべる方もいらつ

しやるかもしれませんが、僕がここで言うハー ドボイルドとは探偵小説の一

ジヤンルのことです。探偵小説はエドガー・アラン・ポーの「モルグ街の殺人」

(1841)か ら始まると言われています。そして1890年代からシヤーロツク・ホー

ムズものが始まり、いわゆるアームチェア・ディテクテイヴ (謎解きタイプの

探偵小説)が隆盛になるわけです。そして 1929年のダシール・ハメットの『血

の収穫』(いわゆるコンチネンタル 。オプもので、探偵社に勤める名無しの探

偵が活躍する作品。サム・スペイ ドの出て くる『マルタの鷹』よりも以前の作

品)以来 ("、 1930年にかけて、ハー ドポイル ドという新しいジヤンルが現

れてきます。これは先に述べたアームチェア・ディテクティヴとは違つて、

自分の足で捜査するなど、実際の行動によって謎を解 くタイプの探偵小説で

す り。そしてその後 1940年代になって、レイモンド・チヤンドラーの創作

した探偵もの、いわゆるフイリップ・マーロウ。シリーズが続 くことになる

わけです。

さて一般的に、ハー ドボイル ドとは、感情を排した作品とか、行動だけをき

びきびと描いた作品などと言われるのですが、僕がここで話すことは、むしろ

その逆かもしれません。つまリハー ドポイルドにおいては感情の方が大切なの

ではないかと考えているのです。ネタ本は、ロバー ト・B・ パーカーの『ハメッ

トとチャンドラーの私立探偵』(ボストン大学博士号請求論文)です。まずパー

カーの説を紹介して、その後で僕の考えを述べます ●)。

パーカーは、アメリカ文学の歴史から説き起こして(その延長線上にハー ド

ポィル ドを位置づけています。パーカーは、アメリカの歴史学者フレデ リッ

ク 。ジャクソン・ターナーが 1893年の論文「アメリカ史におけるフロンテイ

アの意義」で提唱したフロンテイア学説に依拠して 6)、 ハ∵ ドポイルドの成立

について論じています。これによるとくアメリカでは19世紀末に至るまで、西

部のフロンテイア (辺境地域)へ行うて開拓する人々がいたわけですが、そこ

でそのフロンテイアの環境に合つた社会や文化が生まれ、「自分のことは自分

でしなければならない」、あるいは「自分たちのもめ事は自分たちで解決 しな

ければならない」といつた個人主義が、当然ながら育つてくることにな りま

す。またアメリカに渡ってきた人々の中にはピューリタンが数多 くいたわけで
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すが、神と一対一で向き合うその信仰も、個人主義の背景にあると考えられま

す。こうした個人主義が、アメリカの文化を支えているのです。たとえばレ

ザース トッキングという、ジiイ ムズ 。フェニモア・クーパーの創作 したヒー

ローや、マーク・ トウウエインの『 ハツクルベリー・フイン』などを愛する傾

向は、このような土壌から出てくるわけです。ハードポイルドが旧大陸ではな

く新大陸から出てきたというのも、いわば当然のことかもしれません。

この個人主義から、「尊厳」(パーカー自身は「名誉」という言葉を使つてい

ますが)の重視という考え方が出てきます
“

)。 先ほど触れた『マルタの鷹』を

例にとって述べますと、主人公サム・スペー ドは自分を裏切つた愛人を警察に

引き渡す際、なぜそのようなことをするのかと非難するその女性に答えて、

「 きみに、こけにされたくないからだ」と述べています。これは男の泊券といつ

た狭い意味で理解すべきものではなく、むしろ自分の尊厳を守るという考えに

由来していると考えるべきでしよう。また同じハメットの創作した名無しの探

偵も、わいろの申し出を受けた際、次のように言つています。

「ぼくにだつて、誠実とか、雇い主に対する忠実とか、そんな気持ちはある

かもしれんが、それは、どうでもいいことです。どうせ、あなたには信用して

もらえそうにないから、それはうつちやらかしておきましよう。ところで、ぼ

くが、探偵商売をやつているのは、その仕事が好きたからなんです。なるほど、

それをやつていれば、ほどほどの給料にありつけるが、もつとたつぶりもらえ

る仕事を、見つけ出せないわけじやありません。月に百 ドル多いだけでも、年

には、千二百 ドルになります。今から、ぼくの六十歳の誕生日までだと、二万

五千ドルか、三万ドルのちがいです。ぼくが、みすみす、その二万五千 ドルか、

三万ドルの正直なかせぎを見のがすのも、探偵が、その仕事が、気に入つてい

るからです。気に入つた仕事なら、誰だつて、精一杯のことはや りたい。そう

でなければ、無意味です。それが、ぼくのどうにも動かすことのできない立場

です。ぼくは、ほかのことは、なにも知らない。ほかには、なんのたのしみも

ない。ほかのことは、知ろうともしなければ、たのしみたくもない。こればか

りは、どんなに金を積まれたつて、どうにもなりません。」(ハメット「カウフイ

グナル島の掠奪」より)

この発言は、直接には職業倫理に関わるものと言えるかもしれません。また

ピューリタニズム的な職業意識という側面もあるでしよう。けれどもむしろ僕

はここに、仕事に対する個人の「尊厳」を読み取 りたいと思います。つまりこ
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の探偵にとって探偵という仕事は、個人のアイデンティティーを支えるもので

あり、彼自身の「尊厳」をたくす生き甲斐にもなつているわけです 0。

パーカーによると、かつてフロンティアがまたあった時代なら汚れた社会に

対して不満がある人々はフロンティアに逃げ込むことができたのですが (8)、 フ

ロンティアのなくなった 20世紀以後の人々は、腐敗した社会の中に留まって

戦わざるをえなくなると言います。ハニ ドポイル ドはそのような人間を描いた

小説なのです。

探偵小説には不可避的に悪党が出てきますし、探偵は腐敗した社会に直面す

ることになりますどこのとき探偵は、自分が信じているものが試されることに

なるんですね。神がいない世界、無慈悲な世界に対峙するための方法論をハー

ドボイル ド探偵たちが編み出そうとしているように見えるともパーカーは言っ

ています。

こうしたパーカーの考え方を敷延して、僕なりにハー ドポイル ドの条件とい

うものを考えてみたいと思います。

(板書する)

0 唯物論
1 名誉 /尊厳 (digdty)
1  友情 /愛情

1.5 応報主義/互酬主義 (公平性 )

2 ロマンティシズム センチメンタリズム

0の 唯物論というのは、神の死んだ世界という意味です。

1の名誉ないし尊厳というのは、自分の周 りにある何らかの権威に依拠する

のではなく、自分だけを根拠とする態度のことです。)。 これはいわば第一の価

値をもつもので、これ以上に守るべきものはありません。ハー ドポイル ドの

ヒーローたちというものは、物語に登場してきたときにすでに立派な大人とし

て完成されているものです。なぜ彼らはそのような存在となりえたのでしよう

か。その理由は、彼らがそう育ったからとしか言いようがありません。自分に

尊厳をもつということは、誰かに認めてもらうことによって育まれます。今、

そのヒーローは孤独であるとしても、かつては自分の近 くに自分 と同じ価値観

を信じていた家族なり友人なりがいたのであり、そうした人々との交流の中で



自分の価値観を養つたのかもしれません。ですから名誉ないし尊厳というもの

は、次に挙げた友情ないし愛情とセツトになっていると思います。つまリヒー

ロニたちはそれまでに友情や愛情を受けて自己を確立させていて(その結果自

分自身の尊厳を守ろうともするし、他者の尊厳をも守ろうともすることになる

のです。というのも他者の尊厳を傷つけることは、自分の尊厳をも傷つけるこ

とになるのですから。これは単に探偵としてというより、人間としての生き方

のレベルに普遍化して考えたほうがいいのかもしれません。

さて 1.5で挙げた応報主義ないし互酬主義というのは、1のおまけのような

ものですも僕がガキの頃に読んだガイドブックの中で (10、 サム ‐スペイドに

関して「親切にされれば親切にするさ。だけれども、されなければそれだけの

ものをお返しする」という言葉が紹介されていましたが (11)、 そういう原則の

ことです。親切にされなくても親切にするという生き方もあるでしようが、そ

うした生き方は現実問題として困難でしようし、もしかしたら探偵はそうしな

いことが一番うまいやり方だということを直感しているのかもしれませんも

2で挙げたロマンティシズム (12)、 これはむしろセンチメンタリズムと言つ

たほうがいいのかもしれませんが、チヤンドラーのフイリップ・マァロウに見

られるものと考えていただければ結構です。先に挙げたパーカーも、フィリッ

プ。マーロウの次のような言葉を引用しています。  1

「ぼくはロマンテイックな人間なんだ、バーニー。暗い夜に泣いている声を

聞くと、なんだろうと見に行く。そんなことをしていては金にならない。気が

きいた人間なら、窓を閉めて、テレビの音を大きくしておくよ。あるいは、車

にスピードをかけて遠くへ行ってしまう。」(チヤンドラー『長いお別れ』より)

これは、親切にしてくれない相手でも、不親切にしてこないならば親切にし

てやろうという生き方で、フイリツプ。マーロウにその典型をみとめることが

できます(")。 僕も好きな探偵の姿です。マーロウは、僕の友人が言うには、木

枯らし紋次郎に似ています。紋次郎は、「あつしには関わりのねえことでござ

んす」と言いながら、弱い人を助けていくんですね。マーロウも、本来何の関

係もない者にかかわつていきます。それは、マーロウ自身言つているように、

彼がセンチメンタルだからです。僕は優 しいからだと言いたいのですが。

以上が「ハー ドポイル ドの倫理」について僕が考えていることです。
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2.「娯楽小説の構築」

プロットをつくる能力というものは、悲しいかな、今までしやべつてきた思

想性とはまったく関係のないものです。つまりそういうことを考えていなくて

も、おもしろいプロットを構築する人はいるんですね。まあ、そういう作者

でも、無意識的にはこれまで述べたようなことを考えているとは思うのです

が……。

小説家の中には、特に何の準備もなくても一行日から書き始める人も結構い

るらしいですし、それで傑作が書かれるということもあるらしいのですが、僕

は頭が悪いのでそんなことはできません。ですから僕は基本的には起承転結を

記した進行表というかスケジュールのようなものをつくります。もちろん書い

ているうちにその内容が変わつていくこともあるわけですが、それても最初に

そういうものをつくつておくと、少なくとも安心して書けるわけです。僕は締

め切りに追われて小説を書くという生活はしていませんが、そういう状況がき

ても恐れることはないと思います。

それではどのように進行表をつくるかということですが、僕は次のように考

えています。一般に物語においては何らかの事件が起こり、それが主人公に

とつての障害として機能するものたと思います。そして主人公がその障害を乗

り越えることで、一つのストーリーが出来上がるというわけです。たとえば昼

メロにせよNHKの朝の連 ドラにせよ、_基本的には同じことだと言えるでしよ

う。もちろんこれらの場合は、障害といつても規模の小さいものだろうし、そ

の障害が複合的に絡み合つている場合もあるでしようが……。こうしたことは

小説の教則本のようなものにもよく書いてあることなので、ここでそういうこ

とを言つてもあまり意味はないかもしれませんが、物語の要件としては大切な

ことだと思います。もちろん一種の現代芸術では事件が起こらないようなもの

もあるかもしれませんが、僕に言わせればそれはある種の「実験」にすぎない

ものだと言えるでしよう。

さてこうした障害を克服するプロツトを最もプリミテイヴな形で示せば、次

のようになります。

(板書する)
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1 始まり

事件の勃発  ←起
←承

事件の解決  ←転、結

4 終わり

このように2と 3だけでも起承転結が成り立つわけですけれども、やはり主

人公がどんな人か、何をしているのかを説明するためにプレリュードとして 1

が絶対必要でしようし、余韻を示すためにポストリユードとして4が必要で

しよう。

アメリカの脚本学校で映画の脚本の書き方を指導しているシド・フイールド

という人がいまして、彼の書いた教科書のようなものが別冊宝島で出ていたん

ですが、その考え方をここで紹介しておきます (10。

(板書する)

1 始まり (0)

↓

(0:00)

2 勃発  (1/4)(0:30)

↓

3 転回点 (1/2)(1:00)
↓

4 解らt(3/4)(1:30)
↓

5 終わり (1) (2:00)

0、 1/4、 1/2… というふうに書いたものは作品全体の割合を示したも

ので、そのあとに0:00な どと書いたものは時間で示したものと考えてくだ

さい。映画はたいたい 2時間で完結しますから、たいたい30分ごとにこのよ

うに展開させろということです。ですから実質的には序盤 (1)は作品全体の

1/4、 中盤 (2、 3)は 1/2、 終盤は残 りの 1/4と いうことになるわけで
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す。このように見れば、ハリウッド映画がいかにシステマティックにできてい

るのかがわかりますし、それらが全部同じに見えるのも当然だなと思われるわ

けですが、しかし何がしか僕たちの生理的リズムに訴えかけるものがあるので

はないかと僕は思います。僕自身としては 1と 4はもう少し短 くてもいいかな

とは思いますが、事件が勃発する前には「予兆」のようなものが必要ですし、

事件の解決後にも細々とした事柄、それは事件の本筋とは関係ないかもしれま

せんが、そうした細々とした事柄が解決される時間が必要になつてくるわけ

です。

そしてフイール ドの主張の中で注目すべき点は、彼が発見し「 ミツド・ポイ

ント」と呼んでいる 3です。だいたいアメリカ映画の脚本というものは全部で

120ベージくらいなんですが、フィール ドが過去の名作の脚本などを調べたと

ころ、だいたい60ベージあたりで何かが起きると言うんですね。「またしても

60ベージで事件が起きるのである」とフイニルドも書いています。もちろん

ベージが多少前後することはあるでしよう。しかし中盤のほぼ真中あたりで、

何かが起こることが多いのです。たとえば、映画の話ではないのですが、大友

克洋の漫画『 AKIR和 にも前半と後半に相当する部分があります。主人公アキ

ラが超能力を発動 し核爆発のようなものが起きたことを「転回点」として、前

半の整然とした都市の状態から後半の無政府状態へと変わつていますよね。こ

れなんかも前半と後半とでモー ドの変わるような話の例として挙げることがで

きるのではないかと思うんです。

もちろんこれは一つのや り方であって、すべてこうしなければならないとは

思いませんが、それでも何か生理的に合うものがここにはあるのではないで

しようか。スポーツの試合の前半 。後半ですとか、レコードの A面 とB面 と

いったものも、同じ理由から説明できるように思います。単純に言えば、グラ

グラと中盤が続くよりも転回点があるほうが、受け手の興味を持続させるのに

役立つのではないかということです。

もう少し例を続けましょう。これはここに来る新幹線の中で考えた非常にく

だらない話なんですけど、たとえば男の子と女の子が神社で一晩過ごすという

話があつたとしましょう。そしてその晩、神社のお社からナマハゲが出てき

て、二人を追いかけて くるとしましよう。この場合、ナマノ)ゲが出てきたとい

うのが「勃発」で、「解決」はそのナマハゲから逃げ切るか、あるいはやつつ

けてしまうか、いろいろ考えられるでしよう。そのような話の場合、ミッド・
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ポイントになるものとして、たとえばそのナマハゲがその女の子の実の兄で

あったことが判明するとか、そのようなことがあれば、後の展開も大きく変

わっていく話をつくることができるのではないかな、ということです。

それでは、せつかくですから『 バ トル・ロワイアル』のミッド
・ポイントは

どこか、ということを思考実験として話してみます。『 バ トル・ロワイアル』は

エピソー ドの積み重ねでつくられていますので、主人公が一貫して登場してい

るわけではなく、今の話にはあてはまらないかもしれないのですが。この話は

全部で 666ベージあります。いわゆる獣の数字というやつで、出版社がそのよ

うに設定してくれたんです。その真中の 333ページで何が起こるかというと、

パソコン使いの三村信史が、自分たちを島に閉じこめた政府のコンピユータに

入り込むのに失敗して、第二の作戦を親友と練つています。

333ベージよりすこし前で何が起こっているかというと、ヒロインの中川典

子が高熱を出してしまったため、行動をともにしている主人公の七原と川田が

診療所へ移動しており、作品の冒頭で殺されてしまった七原の親友の国信につ

いて話しています。

そして333ページのすこし後では、月岡クンというオカマちやんが死んでし

まいます。この小説は殺人ゲームですか:ら 、ゲームが滞 りなく進行するように

会場である島に立ち入り禁止エリアが次々に設定されていきます。月岡クン

は、このエリアに引つ掛かつて、首に仕掛けられた爆弾のせいで死んでしまう

わけです。

このように333ページ前後で、登場人物たちは、脱出という目的に向けて動

き始めたり、親友の死をあらためて思い出したりします。そして舞台設定とし

てのエリアが実際に機能するということも初めて確認され、殺人ゲームはいっ

そう切迫したものになっていきます。こじつけめいているかもしれませんが、

これが『バトル・ロワイアル』のミツド・ポイントと言つてよいでしよう。

なおこのミッド・ポイントというものは、レコードのA面 とB面にたとえれ

ば、A面のクライマックスに相当するものとも言えます。このクライマックス

は、もちろん話全体のクライマックスよりは小さいんですが。先程の『AKIRノ知

の場合で言えば、アキラが発動する直前に、主人公の一人である金田が消失し

てしまいます。これがミッド・ポイントであり前半のクライマックスでもある

と言えるでしよう。         ,
この時間軸の話として付け加えたいことがあります。『バトル・ロワイアル』
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を読んでくれた方はお気づきかもしれませんが、僕、結構プロレスが好きなん

ですね。で、そのプロレスを一試合ではなく、興行全体として見るならば、最

後の試合「ファイナル」の前に、「セミ・ファイナル」という「ファイナル」に

次ぐ大きな試合が行われてるわけです。それと同じように、小説でも「ファイ

ナル」、つまり話全体のクライマックスの前に、「セミ。フアイナル」に当たる

ものをおけば、結構いいんじゃないかなと思うんですよ。

たとえば、僕の中学、高校の頃に好きたつた作家に菊地秀行という人がいる

んですが、彼の傑作『 インベーダー・サマー』は、僕にとってその好例だと思

われます。この小説は、信州のある小さな町を手始めに異星人が地球を侵略す

るという話が全体のネタになつています。主人公は高校生なんですけど、剣道

の全国大会で去年優勝 している、天才と呼ばれるような男です。その彼が今年

も全国大会に出場されると困るというんで他の学校が刺客をさし向けてくると

いう話も一方にあって、これが話を重層的なものにしています。さてここが菊

地の作品の面白いところなんですが、異星人は人の心に侵食してものの見方を

変えていきます。こういう方法で異星人は侵略して くるんです。けれども主人

公をつけ狙つている刺客だけは、主人公と剣で勝負したいという一念で凝 り固

まっているために、その精神的な侵食というか侵略から逃れているんですよ。

そのため作品の「フアイナル」としては主人公と異星人との戦いということに

なるんですが、「セミ。ファイナル」として、主人公と刺客との剣の勝負とい

うもう一つの盛り上がりが用意されているわけです。まあこれはサイドストー

リーの設定という問題でもあるんでしょうけれど、そういう仕掛けがあれば、

娯楽小説としてはサービスがいきとどいているかなと思うわけです。

今挙げた菊地秀行の作品に『エイリアン黙示録』というのがあります。これ

は、子供向けのSF小説なんですが、ここにも今日の発表の前半に挙げたハー

ドポイルドの倫理ともいうべきものが現れているように思われます。話は前後

しますが、少しその話も付け加えておきます。この作品は、007の ようなヒー

ローである高校生の主人公が、予言されたハルマゲドン、地球の命運を賭けた

戦いに巻き込まれ、その一方の戦士として戦うという話です。それで彼は、

R'Gゲームさながらに、選ばれた戦士として敵役の殺し屋たちと戦うわけです

が、その戦いは、かつて予言された通りに進行するんですよもそしてクライ

マックスでは、予言によれば「火の棒」によって勝負が決まるということに

なっています。これがおそらくライフル銃たということは主人公にもわかるん
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ですが、彼は予言に従うことを潔しとせず、そのライフル銃を捨ててしまいま

す。そのとき彼は次のように言つています。

「おれたちは二〇〇〇年前に、今日のために選ばれたそうだ。たが、おれは

そんなこと信じねえ。人間の運命なんてな、人間自身が決めるんだ。おれたち

が、自分の意志で泣いたり、笑つたり、怒ったりしながら、明日を決めるのさ。

それがおれたちの運命つてやつで、神さまや予言者や地獄の悪魔だつてちよつ

かいは出せねえんだ。そんなこと認めたら、これまで人間が努力して築いてき

た人間自身の歴史はどうなる? より高いもの、より崇高なものを求めてきた

思想は? 自分とは関係も責任もない戦争に駆り出され、苦痛と血にまみれな

がら、親や子供や兄弟にだけは平和な明日がくるように祈りながら死んでいつ

た、世界中の男や女に何て言い訳するんだ? おれたちはまた愚かなことを繰

り返すだろうよ。たが、いつかは一一いつたかわからねえが一一いつかは、求

めてた明日がくる。神様の世話にも、超能力者の世話にもならねえ。そんな日

が来るとしたら、それは、おれたちが喚んだんだ。」。9

この主人公の言葉も、僕にとって、ハードポイルドの典型なんです。

え―、今までいろいろと言つてきましたが、こんなことを考えたからといつ

て、結局のところ何を書けばいいのかということは、誰も教えてはくれませ

ん。それは自分で考えるしかないんです。あるミステリー作家は、小説の教則

本のようなものの中で、何からだつて書こうと思えば書くことができる、庭の

金魚からだつて小説は書けるんだと言つて、プロットをでつち上げて見せてい

ます。6)。 それはもちろん彼が腕があるからこそできることなのですが、何か

らでも書けるということは確かにその通りだと思います。しかしそういうもの

を書きたいかどうかということはまた別の話なんです。僕自身はどうかという

と、かつこいいヒー●―ないしヒロインの行動を書きたいという単純なことが

動機づけとなっています。その「かつこいい」とはどういうことかというもの

が、最初に述べたハードボイルドの倫理観をもって果敢に行動することなんで

す。今後もそういう作品を書いていければいいなあと思っています。

長くなりました。どうもすいません。ありがとうございました。
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講演者による註

(1)この言い方はいささか曖味ですが、始まりがあつて起伏と終わりがある、起
承転結のある昔ながらの `1物語"ということです。あるいは、「 story」 という

よりも ``寓話''のニュアンスを含む「 tale」 というか。

(2)実際には1922年、キャロル・ジョン・デイリー (Ca“olJohn Daly、 私もよく
は知りませんが)という人の短編作品がハードポィルド派の哨矢となつたと言

われているようです。ちなみに「コンチネンタル 。オブ」とは、ダシール・ハ

メットが書いた連作ミステリーの主人公、名無しの探偵のことです。コンチネ

ンタル探偵者に勤めていて、一人称て名前が出てこないものですから、彼を主

人公にした連作は便宜上「コンチネンタル 。オブもの」と呼ばれています。

(3)この言い方もいま一つ曖味ですが、要するに「あっと驚くようなトリック」な

どはどこにもないミステソT、現実社会で行われる犯罪とその捜査過程により

接近したミステリーだということです。レイモンド・チヤンドラーは、「ハー

ドポイルド宣言」などとも異称されるエッセイ「簡単な殺人法」(創元推理文

庫『チャンドラー短編全集 2・ 事件屋稼業』所収)の 中で、旧来のミステリ
ニ

のあり方を、例えば「小細工にとらわれすぎ、世の中でどんなことが起こつて

いるかにたいして、あまりにも関心が乏しい」といつたふうに批判しています。

(4)実際には喋ちているうちにパーカーの議論と僕の考えがごちゃまぜになつて

しまって、また、僕自身パーカー論文の重要な部分を読み誤つてもいたため

に、たいへんわかりにくくなつています。以下の註も合わせてご参照ください。

(5)“依拠して''は言い過ぎてした。とにかく、「``アメリカ的性格"(粗野な力、実

際性や独創性、個人主義、楽天さ、等々)を育んだフロンティア」というター

ナーの議論を手始めに、パーカーはハードポイル ド成立までの背景を論してい

ます。それから、ここで僕は単に「フロンティアという状況」と「ピューリタ

ニズム」を並列に述べていますが、パーカーは、このフロンティアの状況と、

ピュァリタ手ズムが相互補完的に作用したということを繰り返し強調していま

す。つまり、教会という既成の権威を離れて個人として (聖書を通じ)神 と向

き合うこと、同時に世俗的職業への邁進にょってこそ救済がもたらされるとい

う信仰は、フロンティアの開拓に適したものであつたし、またフロンティアの

状況がその信仰に確信を与えることにもなつたtというわけです。

(6)こ こで僕は、個人主義から尊厳ないし名誉の重視が直接に導かれるような言

い方をしてしまっていますが (その当否はさておき)、 パーカーの言つている

ことは少しニュアンスを異にします。あらためてパーカーの議論を僕なりにま

とめておくと、「アメリカ文学の中には、フロンテイアの状況とピユーリタン

の伝統を背景としたある理想的人間像が、繰り返し表現されてきた。その理想

の人間は、(1)無垢高潔であり、“本能的に"(つまり制度や秩序や法によら



ずとも)正 しさを見分けることができる。そしてなおかつ(2)その判断に従つ

て障害に立ち向かうことで、自身の正当性を証明する(その末裔がハードポイ

ルド探偵である)」 ということになります。そしてその “正しい行動"をパー

カーは再三 “名誉ある行動"と呼んでいるわけです。

なお、僕が“名誉'1を避けて `F尊厳"とするのは、とりわけ日本語の“名誉''

にはどうしても“社会的名声"の ニュアンスがつきまといがちで、気になるか

らです (例えば、僕がここで言うような「尊厳」を守ろうとする人間であれば、

自分が正しいことをしようとする限り、社会的な汚名を着せられようともいと

わないはずです)。 しかし、僕の言う“尊厳"もつまるところ社会的に広く認

められる価値基準を指していることには違いありません。

(7)こ こでも典型的に僕の考えが混入してしまっているのですが・・,…パーカーは

オプのこの発言を「プロテスタントの倫理の究極的表現ではあるが正直とも神

とも関係がない」と切り捨てています。しかし、僕自身は、ある人間が立派て

あるためにはまず自分自身に誇りを持つている必要がある、そして仕事は彼の

一部である一―という考え方を導入して、ここでこのように説明しました。

(8)上に書いた通り、パーカーの議論の要点の一つは、その“理想的人間"は、「障

害に立ち向かうことで、自身の正当性を証明」しなければならないということ

です。従って、ここで「フロンティアに逃げ込む」というのは単なる逃避を意

味せず、“かつてなら、自身の正当性を証明する場をフロンティアに求めるこ

とができた"ということです。しかし、今、そのフロンテイアは消失し、自己

証明の場は市街の中にしかないというわけです。

(9)こ こも言葉足らずで恐縮です。自分に誇りを持つこと、自己自身を価値ある

もの、立派な存在と認識してふるまうことがまず重要なのたが、付け加えるに

(蛇足ながら補足するに)、 その誇りは自己以外の何ものにも依存してはならな

い、と申し上げるつもりでした。但し続けて述べているように、彼自身のそう

した考え方は「まつとうな」(とひとまず申し上げておきますが)家族や社会

関係の中で育まれたものと考えざるを得ません。

(10)加納一朗編『秘密の探偵術』のことです。

(11)『マルタの鷹』及び主人公としてサム・スペイドが登場する短編を読み返し

てみたのですが、結局このセリフは (類似のものも)発見てきませんてした。

恐らく、これは本を書いた加納一朗氏がサム・スペイドを紹介するうえで創作

したキャッチフレーズなのだろうと思われます。あるいは、ダシール・ハメッ

トの他の著作に出てくる表現なのかも知れませんが……。いずれにしても、確

かにサム・スペイドはそのような生き方をしている人間で (実際にはもう

ちょっと組暴な印象を受けますが……)、 また、私自身は、ガイドブックに発

見したこの言葉に、その後間違いなく影響を受けることになりました。

(12)こ こで僕が述べたこととは少し違う話ですが、「ロマンティック」というこ
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とに関して、ハメット短編集への序文でエラリ‐・クイ∵ンがおもしろいこと

を書いています。クイニンは『マルタの鷹』が、道具立てとしての黄金の鷹を

はじめ「物語の主流にまつわる出来事は、ことごとく二十世紀のお伽話であ

る」と書いた上で、「彼は現代の無稽な寓話を現実のことばを使つてものがた

る」、リアリズムの外皮の内部でハメットはこの上なく純粋なロマン派の一人

た、と評しているのです (訳文は創元推理文庫『ハメット短編全集 2・ スペイ

ドという男』による)。 チャンドラーのマーロウにしても「卑しい街をゆく現

代の騎士」というような言い方がされますが、結局ハードポイル ドミステリー

というのは即ち現代の冒険小説の有力な一ジャンルであり、つまり古くからあ

る神話や英雄諄の正当な継承者でありうるということたと思います。パーカー

の議論を踏まえて言うなら、冒険の場は、古代における世界の果てからアメリ

カ西部のフロンテイアヘ、そして今や都市の中へと移り変わったというわけで

す。

(13)実際にはマーロウは自分に危害を加えようとした人間にすら思いやりを見せ

る場合があります。パーカーがそのことに言及しています。  i
(14)ほんとうに申し訳ないんですが、ここの説明は僕の記憶違いないし勘違い

(と、いいかげんなごまかし)でおかしなものになっています。フィールドが

示していた図は、実際には次のごとくです (便宜上簡略イヒし、原著の図に含ま

れるシナリオのページ数の代わりに、僕の方で全体に対する害」合と時間を書き

加えてあります)。
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つまり、「解決」はあくまで最後の 1/4全体を通じてなされるのであって、
僕が述べたように 1時間30分のところに現れるわけではありません。1時間
30分のところには、第 2幕の終わり=プロットポイント2が相当し、そこで

解決へ向けての重要な展開が生じるのです (同様に、第 1幕の終わり=プロッ

トポイント1では葛藤状況へ入るための重要な展開が、生じるわけです)。 い

いかげんな説明をしましたこと、重ねてお詫びいたします。なお、従つて、僕

がここで続けて述べているような「事件勃発前の予兆」はそもそもこの図の

「第 1幕・状況説明」に、また、「事件本編の解決後にその他のこまごまとした

問題を解決する時間」は、「第 3幕 。解決」の中に (恐らく最後の数分程度の

部分に)含まれることになると思います (あるいは「予兆」こそ図中の“プロッ

トポイント1''に相当するかも知れません)。 先に自分が「余韻を示すために

ポストリュー ドが必要だ」などといつた説明をして、それに引きずられて間違

えてしまらたのかなという気もいたしますが、とにかく、フイールドの図では

「事件の最終的な解決=物語の終わり(2時間の映画の終わり)」 となつている

わけです。なお、この図のうち、ミッドポイントを除く部分は「シナリオ入門」

の22ページから、また、ミツトポイントについては同75ベージから記述があ

ります (延長上でさらに、全体の割合の3/8と 5/8に現れるポイントの概

念についても書かれています)。

(15)菊地秀行は (上にも出てくる)『インベーダー・サマー』(1983年 8月 初版で

ほぼ同時期)で も、歴史の教師のセリフとして (幾分不明確ながら)同 じよう

なことを表明しています。侵略してくる宇宙人は地球の歴史をも書き換えてし

まうのですが、そうして記述の変わってしまった教科書を前に、教師は言うの

です。「わしだけは忘れんぞ。(中略)どうしようもなく愚かで、限りなく崇高

な人類の営みのことを……」と。

(16)ア メリカ探偵作家クラブ著、ローレンス・トリー ト編『 ミステリーの書き方』、

第四章「プロットの組み立て方」(フ レデリック・プラウン)。
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